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明けましておめでとうございます。 

 

 昨年は、業種によっては 4 月の消費税アップに伴う反動が見られたものの、国内製造業においては、

円安による輸出環境の好転や強みのある製品分野の収益拡大等により、多くの企業が好業績をあげま

した。 

一方、UBE グループは化学部門の業績低迷により、マクロの好況感から取り残され、株価低迷に象

徴されるように非常に厳しい年でした。 

 

 今年の UBE グループの最優先課題は、現在実行中または計画中の諸施策を確実かつスピーディに進

め、化学部門の復活を数値として結果で示すこと、建設資材、機械、エネルギー・環境各部門は収益

基盤を更に強化し、収益水準を引き上げていくことです。残された 2014 年度の 3 か月間、更には現中

期経営計画の最終年度である 2015 年度でいかに収益改善を図り、現中計の数値計画からの乖離を縮め

ていくか、堅調な回復・成長基調に向かう姿を示さなければなりません。 

 

 今年度は 2016 年度からの次期中計策定の年です。絶えず変貌し、競争にさらされる市場に身を置く

製造業として普遍的に求められる行動計画を、中長期にわたり持続的に進めていくことが重要であり、

それが充分にできたのかを振り返ってみる必要があります。 

  

 次期中計策定にあたっては、数値目標とともに次のような目標達成のための課題を全部門でクロー

ズアップし、行動計画に落とし込み、フォローアップに繋げていただきたい。 

・技術・アプリケーション・顧客マップのトレンドを、どう読み、研究・開発やマーケティン

グに繋ぐか。 

・既存事業のコスト競争力を中心に、中長期の製品力の維持・強化のために何が必要か。 

・既存製品拡販のためのグローバルマーケティング体制は充分か。 

・労働生産性や業務効率を高める取組みは。 

・グローバルでのグループ力強化という視点で、国内の生産技術・設備管理・研究開発各部門

はリーダーとしての役割が果たせているか。 

・設備災害・労災・可避的損失低減のための一層の実効性ある取組みは。 

 

 UBE グループは 2017 年に創業 120 周年を迎えます。グループの復活・進化・発展のため、社員全

員が目標を共有し、前向きに、明るく、個々の能力が活かされ、グループの総合力がいかんなく発揮

される風土を作り、好業績を伴った NEW UBE として 120 周年を迎えましょう。 

 

以上 


